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柳井中生徒による街頭募金活動（  3/19  )
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100億円

150億円

200億円

18 19 20 21 22 23（年度）

163億2,700万円

152億1,800万円

149億7,500万円

平成23年度
当初予算額
155億700万円

144億800万円

当初予算額(骨格予算)
143億5,190万円

補正額
7億420万9千円

６月補正後合計
150億5,600万円

当初予算額(骨格予算)
143億5,190万円

補正額
7億420万9千円

６月補正後合計
150億5,600万円

一般会計当初予算額の推移

平成２３年度
一般会計当初予算
１５５億７００万円

前年度当初予算比

＋５億３，２００万円

（＋３．６％）

積極型予算

URL
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▲　平成２３年度　一般会計
歳入：１５５億７００万円

用語解説
▼歳入…一年間におけるすべての収入
▼自主財源…市が自主的に収入できる財源
▼依存財源…市独自で収入額を決められない財源
▼市税…市民税、固定資産税、たばこ税など
▼地方交付税…地方自治体の行政サービスが一定水準を確
保できるよう国から交付されるもの
▼国庫（県）支出金…市が行う事業に対して国や県から交付さ
れるもの

用語解説
▼歳出…一年間におけるすべての支出
▼人件費…職員等に勤労の対価として支払われる経費
▼扶助費…社会保障制度の一環として支給される経費
▼公債費…市債を返済するための経費
▼普通建設事業費…道路など社会資本整備に要する経費
▼補助費等…各種団体への助成金等に支払われる経費

平成２３年度　一般会計
性質別歳出：１５５億７００万円　▼

平成２３年度　一般会計・特別会計

会計名 平成２３年度
予算額（千円）

対前年度比
（％）

一般会計 １５，５０７，０００ ３．６

特別会計 １０，２１８，２６７ ０.３

  国民健康保険事業特別会計 ４，３５９，５５１ ６.８

  港湾整備事業特別会計 ５５，３１４ △  １.８

  市有林野区事業特別会計 ６３１ △  ２.０

  同和対策資金貸付事業特別会計 △ １００.０

  市営駐車場事業特別会計 ３０，８０１ ０.７

  土地開発事業特別会計 △ １００.０

  簡易水道事業特別会計 ３００，６３９ ６.２

  老人保健事業特別会計 △ １００.０

  公共下水道事業特別会計 １，４７１，３２３ △ ５.０

  農業集落排水事業特別会計 ２８３，８４２ △ １３.７

  介護保険事業特別会計 ３，１８９，０３１ ２.５

  地方卸売市場事業特別会計 △ １００.０

  後期高齢者医療事業特別会計 ５２７，１３５ △ ４.４

一般会計＋特別会計 ２５，７２５，２６７ ２.２

水道事業会計 １，１０９，１１８ ３.４

その他
市債

その他

市税

　　　　
　 自
　
主
　
財
　
源

　　　　　　　　　　　　
　　
　　
　依

　存
　
財
　
源

その他
市債

県支出金

国庫支出金

地方交付税
その他

市税

歳入
内：22年度
外：23年度

30.7%31.4%

11.1%

11.4%

29.9%

30.5%

9.5%
9.1%

7.1% 7.5%

7.8%

5.9%

3.9%

4.2%

47億5,574万6千円

17億1,760万2千円46億4,000万円

14億6,627万2千円

10億9,688万円

12億1,450万円

6億1,600万円

義務的経費
投資的経費
その他の経費

その他

貸付金

物件費 公債費

扶助費

人件費
繰出金等その他

貸付金

補助費等

物件費

普通建設・災害復旧事業費

公債費

扶助費

人件費

歳出
（性質別）
内：22年度
外：23年度

17.2%

18.2%

14.0%

14.7%

10.7%

5.6%

11.6% 10.2%

4.9%

13.5%

18.3%

5.7%

14.3%

18.5%17.8%

4.8%

26億6,936万4千円

21億6,777万5千円

16億5,761万9千円

7億6,666万円

28億2,856万6千円

28億6,245万5千円

7億5,108万9千円

18億347万2千円
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事業名 予算額（千円） 事業内容

柳北小学校建設事業 ２１６，６２９ 柳北小学校校舎の建替えを行う。　【学校教育課】

平郡東小学校開校準備事業 １６，３７５
平成２４年度に平郡東小学校を開校する準備を行う。

【学校教育課】

学校耐震化推進事業 １４，３６０
学校の耐震化を推進するため、小中学校４校の屋内運

動場の耐震補強設計を実施する。　【学校教育課】

地域子育て創生事業 ５，９７４
子ども達の安心･安全の確保を図るため、保育園、幼稚

園、児童館にＡＥＤを設置する。　【社会福祉課】

放課後児童対策事業

(児童クラブ )
３０，２８５

昼間、保護者のいない小学校低学年児童へ放課後の児

童指導等を行う (予算額のうち８，２８５千円は保育園

等への委託事業費 )。平成２３年度は、新庄児童クラブ

の移転を行う。　【社会福祉課】

防災無線整備事業 ５，９８５
防災行政無線の整備をする。平成２３年度は、実施設

計を行う。　【総務課】

橋りょう長寿命化事業 ５５，７３７
老朽化の進んだ市が管理する橋りょうを計画的に修繕、

架替工事を行う。　【土木建築課】

消費生活センター設置事業 ２，０２２

消費者行政の活性化を図るため、消費生活講座等によ

る消費者啓発を行う。また消費生活センターを設置す

る。　【商工観光課】

海岸保全事業 ２４，１１３
阿月地区と平郡地区の漁港海岸の高潮対策工事を行う。

【経済建設課】

阿月漁港（松浦）施設整備事業 ３０，９９８ 阿月漁港（松浦）に離岸消波堤を設置する。　【経済建設課】

都市計画マスタープラン

策定推進事業
９，９８５

新市の都市計画に関する基本的な方針に基づき、計画

の適時適切な見直しを行う。　【都市計画課】

生ごみリサイクル促進事業 ２５２

生ごみを堆肥化するダンボールコンポストの普及を図

るため、コンポストでできた堆肥を持参した市民に商

品券を支給する。　【市民生活課】

山口国体開催推進事業 １０２，５２６

柳井市で開催される国体

３競技に係る費用を実行

委員会へ補助する。

【国体推進室】

金魚ちょうちん祭り事業 １２，７００

２０回目の節目となる今年は

祭り当日までの一週間を金魚

ちょうちん祭りとして国体

イベントと併せて開催する。

【商工観光課】

観光振興対策事業 ４，１００
各種イベントに活用するため大型テントを購入する。

【商工観光課】

重点事業への積極的配分

本年度当初予算には、「柳井で暮らす幸せ」を実感できるまちづくりを実現するのために、福祉、医療、産

業、環境、安心安全などの分野に多様な事業をきめ細かく予算計上しています。特に「教育」や「子育て」の分

野には重点的に予算配分しました。

国
体
を
生
か
し
て
柳
井
市
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル

環
境
づ
く
り

安
心
し
て
学
べ
る

子
育
て
世
帯
を
応
援

く
ら
し
の
安
全
・
快
適

【新】

【新】

【拡】

【新】

【新】

【新】

【新】

【拡】

【拡】

【拡】

【新】



5 人が輝く・夢が生まれる　瀬戸内のふれあい元気都市

事業名 予算額（千円） 事業内容

都市農村交流施設整備事業 ９，４９１

日積地区に地域住民が気軽に集えて都市と農村の交流

を促進すると同時に、農業を支援する機能も備えた、

里山の風景になじむ都市農村交流の拠点となる施設を

整備する。　【夢がつながる地域づくり推進室】

地域ブランド認証事業 １，５６０

柳井市の優れた地域資源を

「柳井ブランド」として認証

し、認証品のＰＲ、販促や

誘客を図る。

【柳井ニューディール推進室】

竹コンクリート魚礁

設置事業
２，０００

「つくり育てる漁業」の推進を目的として竹コンクリート魚礁

を山口県漁協が設置することに対し補助をする。

【農林水産課】

ふるさとの道整備事業 ４，５３８

原材料支給等によって、地元住民の労力奉仕による道

路改良を支援する。平成２３年度から、施工の際に技

術指導の支援も併せて行う。　【土木建築課】

バス路線維持対策事業 ３９，７７８

地域住民の生活に不可欠な

バス路線の維持・確保を図る。

【商工観光課】

離島航路補助事業 ２９，７３５
離島住民の日常生活に不可欠な交通機関である離島航

路の維持･確保を図る。　【商工観光課】

地域自殺対策緊急強化事業 ５８９
県の地域自殺対策緊急強化基金により自殺予防対策を

行う。　【市保健センター】　

介護保険事業計画等

策定事業
１，３０５

３年間を一期とする平成２４～２６年度の介護保険事業

計画、高齢者福祉計画を策定する。　【健康増進課】

平郡デイサービス運営事業 １６，０１３

平郡地区における介護サービスの基幹となっているデ

イサービスセンターの管理運営を委託する。

【社会福祉課】

自立支援特別対策事業 ３，５３４

障害者自立支援法施行に伴い、新制度に円滑に移行で

きるよう事業者などに対し補助する。平成２３年度は、

視覚障がい者への情報支援機器を購入する。

【社会福祉課】

国民年金業務推進事業 ５７６

年金加入者や受給者の年金記録をインターネットで確

認できる「ねんきんネット」に接続し、ネット環境弱者

にサービス提供をするための機器を購入する。

【市民生活課】

ホームページ管理事業 ３，８９８
市公式ホームページの使いやすさを向上させるために

刷新する。　【政策企画課】

市政番組制作事業 ２，５２０

ケーブルテレビの番組を

制作して、市政情報を

積極的に発信する。

【政策企画課】

柳
井
市
を
元
気
に
す
る
投
資

頑
張
る
市
民
を
応
援

社
会
保
障
と
福
祉
の
充
実

情
報
発
信
の
強
化
な
ど

【新】

【新】

【新】

【新】

【拡】

【新】

【新】

【新】

【新】
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■
受
診
期
間

平
成
24
年
３
月
31
日

ま
で

※
誕
生
月
に
受
診
す
る
こ
と
も
受
診
を
忘
れ

な
い
工
夫
の
ひ
と
つ
で
す
�
早
め
の
受
診

を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
�

■
受
診
方
法

①
市
指
定
医
療
機
関
に
必
ず
予
約
し
�
市
の
健

�
検
�診
を
受
け
る
旨
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
�

②
予
約
当
日
に
医
療
機
関
へ
健
康
手
帳
を
お

持
ち
の
上
�
受
診
し
て
く
だ
さ
い
�

※
健
康
手
帳
�
市
保
健
セ
ン
タ
�
�
健
康
増
進

課
で
交
付
�が
な
い
と
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
�

■
胃
が
ん
、
大
腸
が
ん
検
診

個
別
検
診
と
集
団
検
診
の
い
ず
れ
か
で
の

受
診
と
な
り
ま
す
�
集
団
検
診
は
10
月
に
実

施
予
定
で
す
�
詳
し
く
は
広
報
�
平
郡
地
区

に
は
別
途
通
知
�
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
�

■
子
宮
が
ん
と
乳
が
ん
検
診
は
２
年
に
１
回

比
較
的
進
行
が
遅
い
子
宮
が
ん
と
�
マ
ン

モ
グ
ラ
フ
�
検
査
に
よ
り
早
期
発
見
が
可
能

に
な
�
た
乳
が
ん
は
�
２
年
に
1
回
の
検
診

で
す
�
昨
年
度
�
平
成
22
年
４
月
１
日
�
23

年
３
月
31
日
�
に
市
の
子
宮
・
乳
が
ん
検
診

を
受
け
た
人
は
�
今
年
度
の
検
診
は
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
の
で
�
ご
注
意
く
だ
さ
い
�

な
お
�
検
診
の
結
果
�
医
師
か
ら
２
年
以

内
の
検
査
を
勧
め
ら
れ
て
い
る
場
合
は
�
必

ず
受
診
し
ま
し
�
う
�
た
だ
し
�
市
の
検
診

は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
�
�

■
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
と
は

血
液
検
査
に
よ
り
�
Ｂ
型
・
Ｃ
型
肝
炎
の

感
染
の
有
無
を
判
定
す
る
も
の
で
�
一
回
だ

け
受
け
る
検
診
で
す
�

○
対
象

▼
節
目
検
診
対
象
者
�
昭
和
46
年
４
月
１
日

�
昭
和
47
年
３
月
31
日
生
ま
れ
の
人
�

　

節
目
検
診
受
診
券
を
送
付
し
ま
す
�

▼
昭
和
６
年
4
月
1
日
�
昭
和
46
年
３
月
31

日
生
ま
れ
で
�
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を
受

け
た
こ
と
が
な
い
人

　

市
保
健
セ
ン
タ
�
で
未
受
診
者
用
受
診
券

を
交
付
し
ま
す
�

■
健
康
診
査

メ
タ
ボ
リ
�
ク
シ
ン
ド
ロ
�
ム
�
内
臓
脂

肪
症
候
群
�
や
そ
の
予
備
群
を
早
期
発
見

し
�
保
健
指
導
に
よ
り
生
活
習
慣
病
の
予
防

に
つ
な
げ
る
た
め
の
健
診
で
す
�

○
対
象　

医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
な
い
人

�
主
に
生
活
保
護
受
給
者
�
�

※
生
活
習
慣
病
で
治
療
中
の
人
は
除
く
�

○
検
査
項
目　

身
体
測
定
・
尿
検
査
・
血
液

検
査
・
心
電
図
検
査
等
�
医
療
保
険
加
入

者
が
受
け
る
�
特
定
健
康
診
査
�
と
同
じ
検

査
項
目
�

※
受
診
希
望
者
は
�
事
前
に
市
保
健
セ
ン

タ
�
へ
連
絡
し
�
問
診
票
の
交
付
を
受
け

て
く
だ
さ
い
�

■
結
核
・
肺
が
ん
検
診
は
集
団
検
診
の
み

６
月
�
平
郡
地
区
は
10
月
�
に
実
施
予
定
で

す
�
詳
し
く
は
�
広
報
�
平
郡
地
区
に
は
別

途
通
知
�
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
�

■
ご
注
意
く
だ
さ
い

国
民
健
康
保
険
の
人
間
ド
�
ク
や
職
場
健

診
な
ど
で
同
様
の
検
診
を
受
け
る
場
合
に

は
�
こ
の
検
診
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
の
で
�
ご
了
承
く
だ
さ
い
�

●
問
い
合
わ
せ

　

市
保
健
セ
ン
タ
�　



１
１
９
０

け
ん
し
ん
を

　

受
け
ま
し
ょ
う
！

健
�
検
�
診
は
�
自
覚
症
状
の
な
い
病
気
を
早
期
に
発

見
し
た
り
�
生
活
習
慣
に
よ
る
悪
循
環
を
改
善
す
る
た

め
の
よ
い
チ
�
ン
ス
で
す
�

面
倒
だ
�
時
間
が
な
い
な
ど
と
言
わ
ず
に
�
年
１
回

必
ず
受
け
�
健
康
管
理
に
役
立
て
ま
し
�
う
�

健康手帳
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市指定医療機関一覧（※：完全予約制・定員あり）

指定医療機関名 電話番号 胃がん 大腸がん 子宮がん 乳がん 肝炎 健診
浅井外科医院 １４５０ ○ ○

伊原内科消化器科（岩国市） ０８２７３３００ ○ ○ ○

ウエルネスクリニック １０２４ ○ ○ ○

うつみ内科クリニック ０１００ ○ ○ ○

おりたクリニック ３３２２ ○ ○

河谷内科医院 ０３４７ ○ ○ ○

久米医院（岩国市） ０８２７０１２３ ○ ○ ○

恵愛会柳井病院 １００２ ○ ○ ○ ○

こうだクリニック ３０００ ○

河内山医院 ００２３ ○ ○ ○

国立病院機構柳井病院 ０２１１ ○ ○ ○ ○

小林外科胃腸科 ５５８８ ○ ○ ○ ○

最所クリニック ２２５２ ○ ○ ○

坂本医院（新市） １０５９ ○ ○ ○

坂本病院（余田） ６８００ ○ ○ ○ ○

嵜山医院 ５４００ ○ ○ ○

周東総合病院（健康管理センター）※ ３４５６ ○ ○ ○ ○ ○ ○

新郷外科 ２８８８ ○ ○ ○ ○

神出内科医院 １９２１ ○ ○ ○

野田整形外科クリニック ２３４５ ○ ○

浜田内科循環器科 １１３７ ○ ○ ○

弘田脳神経外科 ７１１９ ○ ○

政井医院 １０６８ ○ ○ ○

松井クリニック ５３１１ ○ ○ ○ ○

まつばら内科・胃腸科 ２２６６ ○ ○ ○

優クリニック ０３１７ ○

吉田クリニック １２１２ ○ ○ ○

平郡診療所 ２０３２ ○ ○ ○

平郡西出張診療所 ２３１１ ○ ○ ○

向井医院（平生町） ２１０６ ○

平生クリニック（平生町）※ ２０００ ○

光市立大和総合病院（健診科）※ ２１１２ ○ ○

平成２３年度個別検診の対象者・料金

検診の種類 対象者（市民に限る） 料金（円）
６９歳以下 ７０歳以上

胃がん検診（胃透視）
４０歳以上（～昭和４７年３月３１日生まれ）の人

２，７００ ５００

大腸がん検診（便潜血反応検査） ８００ ４００

◎子宮がん検診
（視内診・細胞診）

頸部のみ ２０歳以上（～平成４年３月３１日生まれ）の女性
(体部検診は半年以内に自覚症状のあった人のみ )

１，４００ ５００

頸体部 １，９００ ５００

◎乳がん検診
（視触診・マンモグラフィ検査）

４０歳以上（～昭和４７年３月３１日生まれ）の女性 １，５００ ５００

肝炎ウイルス検診

特定健診などと
あわせて受診

▼昭和４６年４月１日～昭和４７年３月３１日
　生まれの人（節目検診）
▼昭和６年４月１日～昭和４６年３月３１日生まれ
　で肝炎検査を受けたことがない人

９００ ３００

肝炎検診のみ
単独で受診

１，５００ ５００

健康診査（健診：市へ事前連絡が必要）
４０歳以上（～昭和４７年３月３１日生まれ）で医療
保険に加入していない人

無料 無料

※生活保護受給世帯に属する人の健（検）診料は無料です。印鑑を持参し、医療機関の受付に申し出てください。

　◎：２年に１回の検診です。
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　　　　　　　　　多くの皆様にご協力をいただき　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　ありがとうございました

地震発生後、多くの市民の皆様に様々な支援活動をしていただき、ありがとうございます。

市では、３月１４日から市役所をはじめとする公共施設などに募金箱を設置するとともに、義援金を

受け付けています。市や市社会福祉協議会経由で日本赤十字社および共同募金会を通じて募金をしてい

ただいた団体等については、市ホームページでご紹介しています。なお、市および市社会福祉協議会に

寄せられた募金と義援金を合わせると、４月１日現在、総額で約１，５４０万円となっています。

また、３月１８日から２３日まで救援物資の受付を行い、１，２４３人を超える皆様からのご協力をい

ただき、１，２７５箱の物資が集まりました。物資の受付は各種団体や市民ボランティア、輸送は柳井

青年会議所、柳井産業運輸など多くの皆様のご協力をいただきました。

現在、救援物資の受付は、集積場所の確保や分類、被災地での配送などの点から一時中止をしていま

す。支援協力のお願いは、状況が整い次第、改めてお知らせします。

その他の支援状況
▼３月１６日から市土木建築課で市営住宅の臨時的入居の受付を開始

▼３月１７日～２７日　宮城県石巻市での給水活動に職員４人を派遣

▼３月２３日　市から被災地に災害見舞金１，０００万円を送ることを議決

▼３月２３日～４月３日　宮城県石巻市での給水活動に職員４人を派遣

現在、危機管理室に被災者相談窓口を設置しており、柳井市として継続的に支援を行っています。

　
●問い合わせ　危機管理室　２１１１内線４３１



9 人が輝く・夢が生まれる　瀬戸内のふれあい元気都市

機構改革を実施し、総合政策部を設置しました

４月１日から、市民の皆様の声を生かした市の活性化政策を推進するために、総合政策部を新たに設

置し、政策企画課と、市長のマニフェスト等特命事項を推進するための柳井ニューディール推進室を置

きました。これに伴い、総務部にあった経営企画課を政策企画課（総合政策部）と財政課（総務部）に分け

ました。また、新たに総務部総務課に危機管理室を置きました。

この機構改革で、市長部局は４部１１課から５部１２課となりました。

機構改革によって変更となった主な業務と連絡先
■総合政策部
▼政策企画課　内線４７１～４７３、４６６・４６７

　市の総合計画等・地域振興・コミュニティ・国勢調査等の統計・電算・女性行政・国際交流・広報・広聴

▼柳井ニューディール推進室　内線４６１

　市長のマニフェスト等特命事項

■総務部
▼総務課　内線４３２～４３４、４１２・４１３

　議会・行政一般・組織・職員定数・自治会・秘書

▼危機管理室　内線４３１

　危機管理・防災計画・防災会議・消防団・消防用水利・国民保護

▼財政課　内線４４１～４４３

　財政計画・予算・決算・市有財産

●問い合わせ　総務課　２１１１内線４３０

「ふるさと柳井市１００景」を選定しました

市の素晴らしい景観を再発見し、その景観を多くの人に知っていただき、誇りの持てる柳井市にして

いくため、「ふるさと柳井市１００景」を募集するとともに「柳井景観ワークショップ」を開催しました。期

間中にご応募いただいた１２８件とワークショップで出された２７４件の合計４０２件をふるさと柳井市

１００景の候補とし、１地区につき３件までを選んで投票を実施した結果により「ふるさと柳井市１００景」

を選定しました。これらは市役所１階ロビーに掲示するとともにホームページでも公開しています。

「ふるさと柳井市１００景」の主な景観（各地区で最も得票数が多かった景観）
柳  井 金魚ちょうちんと白壁通り（※） 余  田 余田臥龍梅

柳  東 市内各所から見る琴石山 伊保庄 サザンセト伊保庄マリンパークからの眺望景観

柳  北 黒杭川ダム 阿  月 阿月神明祭

日  積 大帯姫八幡宮 平  郡 五十谷三島

伊  陸 伊陸天神祭と氷室亀山神社 大  畠 周防大島側から見る大畠瀬戸

新  庄 やまぐちフラワーランド

※すべての中で最も票数の多かった景観は「金魚ちょうちんと白壁通り」でした。

●問い合わせ　都市計画課　２１１１内線２３３　　http://www.city-yanai.jp/ URL
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柳井ブランド「きんさい柳井」のマークが決まりました
柳井市のイメージを表現したマークに、ブランド名の「きんさい柳井」とブラン

ドメッセージの「金魚ちょうちん映ゆる　白壁の町　瀬戸内　柳井」のロゴを組み

合わせた形で「柳井ブランドマーク」を募集したところ、全国から１５８点の応募

がありました。厳正なる審査の結果、下記の通り最優秀賞１点と優秀賞２点を決

定し、最優秀賞が柳井ブランドマークとして採用されます。

最優秀賞（右画像）

　明
あけ

田
た

　　勉
つとむ

さん（柳井市）

優秀賞

　宇
う

都
つの

宮
みや

　誠
まこと

さん（愛媛県伊予郡砥部町）

　石
いし

田
だ

　秀
ひで

雄
お

さん（愛知県名古屋市）

■柳井ブランドの認証申請・推薦の受付を開始

【受付期間】

　４月１日～５月３１日

【認証対象】

本市の区域内で生産、製造、加工および水揚げされたもの並び

に本市の区域内に存するまたは区域内で伝承されているもので、

次に掲げるものとします。

①一次産品　②加工品および郷土料理　③工芸品　④文化財　⑤自然および景観　⑥伝統的建造物群

【申請について】

上記①～③については、所定の申請書を提出する必要があります。申請者は認証の対象品を生産して

いる事業者に限ります。

※「事業者」とは、農業、林業、漁業、製造業もしくは飲食業を営む人または法人その他の団体（定款、

寄附行為その他これらに準ずるものを有しているものに限る）で、原則として、本市の区域内に住所（法

人その他の団体は、主な事務所の所在地）を有するものをいいます。

【推薦について】

上記④～⑥については、所定の推薦書を提出する必要があります。推薦は、どなたでも行うことがで

きます。

【申請書類等の備付け場所】

　柳井ニューディール推進室（市役所４階）、柳井商工会議所、大畠商工会、柳井市観光協会、大畠観光

協会、南すおう農業協同組合柳井支所、山口県漁業協同組合柳井支店、大畠漁業協同組合

※市ホームページからダウンロードができます。（　　http://www.city-yanai.jp/  ）

【申請書等の提出先・問い合わせ】

　柳井市地域ブランド推進協議会事務局（柳井ニューディール推進室）☎２１１１内線４６１

明田さんの作品（最優秀賞・中央）
宇都宮さんの作品（優秀賞・左）
石田さんの作品（優秀賞・右）

最優秀賞

URL
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②
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①
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②
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０
０
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人
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療
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�
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４
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９
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３
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�
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２
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・
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�
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１
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ゴールデンウィーク期間中も通常ダイヤで運航します（平郡航路）
■通常ダイヤ（臨時の増便はありません）

平郡東 平郡西 柳井港 平郡西 平郡東

1便 6：00 6：40 7：40 8：30 9：30 10：10

２便 14：00 14：40 15：40 16：30 17：30 18：10

※自動車の乗船は予約順となっています。

●予約　柳井海陸（株）２５５１

●問い合わせ　平郡航路（有）７９４４
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県
土
木
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災
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テ
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携
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○
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２
１
１
１
内
線
471
・
473

下水溝清掃の実施に皆さんのご協力をお願いします

■自治会の皆さんにお願いすること
①お願いする作業は、泥土堀上作業・収集車が通る道路までの運搬作業・収集車への泥土積込作業

です。なお、雨天の場合も実施します。

②積込み作業は午前中に完了するように計画してください。

③トラックには、助手が乗車していません。自治会で案内をする人を準備してください。

④下水溝の消毒は必要最小限でお願いしております。

⑤作業中はけがをしないように十分注意してください。なお、家庭ごみ（粗大ごみ、庭木・草等）など、

清掃作業以外からのものは出さないようにしてください。

■５月８日日に実施する自治会
白潟東一・白潟東二・白潟西下・白潟西二・江の浦東・江の浦西・宮本東・宮本西・宮野・大屋・大屋東・

千才・野地・琴風・琴風団地・片野東・片野西・北中開作・姫田・今市・新町・上田・東後地・西後地・

尾の上・和田・サントピア・国清・迫田・下馬皿・中馬皿・土手・北浜・亀岡・魚町・久保・金屋・古

市・中野・愛宕・洲崎・小野下後・神出・小木尾上・小木尾中・小木尾下・上浜・高須住宅・旭ヶ丘

■５月２２日日に実施する自治会
南中開作・東土手・新天地・山根・山根西・忠信・広瀬・一丁田団地・北町・新市六・新市中・新市三・

天神二・天神北・天神南・南浜・東大才・中大才・西大才・みずほ・柳町・スイートレジデンス柳井駅前・

東樋の上・西樋の上・サントノーレ柳井中央・中塚・箕越東・コープ柳井・箕越南・グランシエロ柳

井駅南・グランビュー南町・瀬戸側・土穂石・西土穂石・東向地・西向地・浜の内・新生・雇用促進・

築出東・築出西・築出北・西高須・西田布路木・余田平尾

※新庄地区（５月２２日実施自治会以外）、大畠地区についてはそれぞれにお問い合わせください。

▼５月１５日　新庄地区実施　新庄出張所００６９

▼６月　５日　大畠地区実施　大畠出張所２２１１

●問い合わせ　市民生活課２１１１内線１６５

広告枠 広告枠
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国民年金　こんなときには、こんな手続を
就職や退職、結婚などで年金の種別が変わることがあります。届出をしなかったために将来年金

が受けられなくなる場合がありますので、１４日以内に届出をしましょう。

　■第 1号被保険者の人（自営業者、学生、無職の人など）

▼就職して厚生年金または共済組合に加入したとき・・・・・・・勤務先（第１号→第２号）

▼結婚して配偶者に扶養されるようになったとき・・・・・・・・配偶者の勤務先（第１号→第３号）

　■第２号被保険者の人（会社員や公務員など）

▼退職したとき・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・市役所（第２号→第１号）

▼退職して配偶者に扶養されるようになったとき・・・・・・・・配偶者の勤務先（第２号→第３号）

　■第３号被保険者の人（第２号被保険者に扶養されている配偶者）

▼離婚または配偶者の扶養から外れた、配偶者が退職したとき・・市役所（第３号→第１号）

▼就職して厚生年金または共済組合に加入したとき・・・・・・・勤務先（第３号→第２号）

▼配偶者が転職したとき・・・・・・・・・・・・・・・・・・・配偶者の勤務先（第３号→第３号）

　■２０歳になった人

▼第１号被保険者に該当するとき・・・・・・・・・・・・・・・市役所（→第１号）

▼第３号被保険者に該当するとき・・・・・・・・・・・・・・・配偶者の勤務先（→第３号）

手続には年金手帳、印鑑が必要です。退職したときや配偶者の扶養から外れるときはその日付を

確認できるものなども必要になります。

●問い合わせ　市民生活課　２１１１内線１６８・１６９

広告枠広告枠

※公務員等は共済組合

厚生年金等※

国民年金（基礎年金）

学生・自営業者等

第１号被保険者

サラリーマン等

第２号被保険者

サラリーマンの
被扶養配偶者等

第３号被保険者
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０
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療
養
資
金
�
生
活
向
上

資
金
�
災
害
資
金

　

１
０
０
万
円

○
貸
付
利
率　

年
２
・
０
％
�
別

途
保
証
料
が
必
要
�

○
申
込
先　

中
国
労
働
金
庫

●
問
い
合
わ
せ

　

県
労
働
政
策
課

　


０
８
３
�
９
３
３
�
３
２
１
０

　

商
工
観
光
課

　



２
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１
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線
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高齢者等に住宅用火災警報器設置費を助成します
市では、一定の要件を満たす高齢者等に住宅用火災警報器の購入・

取付費用の一部を助成しています。

○対象　市内に居住する市民税非課税世帯で次の①から③までのいずれかに該当する人

①７５歳以上の高齢者のみで構成される世帯

②７５歳以上の高齢者と介護保険要介護認定で要介護４または５の認定を受けている人のみで構成 

される世帯

③７５歳以上の高齢者と身体障害者手帳１～３級、療育手帳または精神障害者保健福祉手帳を所持　

する人のみで構成される世帯

※平成２２年１月１日時点で市内に住民登録がなかった人は、同時点の住所地の市町村が発行する 

「平成２２年度課税証明書」が必要です。

○助成対象機器　平成２３年１月１日以降に購入し、取り付けた住宅用火災警報器のうち、次の全て

に当てはまる機器

▼日本消防検定協会鑑定合格品（ＮＳマークの表示があるもの）

▼煙感知式（熱感知式は対象外）

○助成台数　１世帯につき２台まで（１世帯１回限り）

○助成金額
　火災警報器の購入および取付費用（業者に依頼した場合）の合計額の２分の１（限度額４，０００円）

※助成金額に１００円未満の端数が生じた場合、切捨てとなります。

○申請に必要なもの
▼印鑑

▼火災警報器の購入および取付費用の領収書原本

（①購入者の氏名②購入、工事の内容③購入、工事店名の記載、押印があるもの。レシート不可）

▼火災警報器の機種名（型番）が分かる書類（品質保証書の写し、カタログ等）

▼助成金の振込先口座番号が分かるもの（預金通帳等）

●申請・問い合わせ　市社会福祉課　２１１１内線１９１

柳
井
就
職
相
談
会（
無
料
）　　

　
働
く
こ
と
へ
の
不
安
や
悩
み
を

ご
相
談
く
だ
さ
い
�

○
日
時　

４
月
27
日

10
時
�
17
時

※
毎
月
第
４

に
実
施
�
11
・
12

月
は
第
３

�

○
場
所　

市
文
化
福
祉
会
館

○
対
象　

お
お
む
ね
15
歳
�
40
歳

未
満
で
�
現
在
働
い
て
い
な
い

人
お
よ
び
そ
の
保
護
者

○
相
談
員　

臨
床
心
理
士
�
キ
�

リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
�

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

し
�
う
な
ん
若
者
サ
ポ
�
ト　

ス
テ
�
シ
�
ン

　


０
８
３
４

６
２
７
０

　

商
工
観
光
課
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岩
国
年
金
事
務
所
に
よ
る 　

年
金
相
談

○
日
時　

５
月
12
日

・
26
日


10
時
�
12
時
・
13
時
�
16
時

○
場
所　

市
役
所
３
階
大
会
議
室

●
問
い
合
わ
せ

　

市
民
生
活
課

　



２
１
１
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内
線
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申請期限
平成２３年５月３１日火



15 人が輝く・夢が生まれる　瀬戸内のふれあい元気都市

○
日
時
･
内
容（
1
回
の
み
の
参
加
可
）

①
５
月
22
日
　

お
風
呂
の
入
れ

方
�
マ
タ
ニ
テ
�
体
験
な
ど

②
５
月
30
日

：
小
児
科
医
の
話

�
赤
ち
�
ん
の
応
急
手
当
等
��

先
輩
マ
マ
と
の
交
流

　

い
ず
れ
も
13
時
30
分
�
15
時
30
分

○ 

場
所　

市
保
健
セ
ン
タ
�

○ 

対
象　

妊
婦
と
そ
の
夫
�
妊
婦

の
み
の
参
加
も
で
き
ま
す
�

○ 

定
員　

20
組
�
先
着
順
�

○ 

持
参
物　

母
子
健
康
手
帳
�
1

回
目
の
み
ハ
ン
ド
タ
オ
ル

○ 

申
込
期
限　

各
３
日
前

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

期
限
ま

で
に
電
話
で
市
保
健
セ
ン
タ
�

へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
�

　



１
１
９
０

起
業
家
養
成
塾「
島
ス
ク
エ
ア
」 

（
受
講
料
無
料
）

○
コ
ー
ス
と
概
要

▼
起
業
家
養
成
基
礎
コ
�
ス

�
６
月
開
講
予
定
� 

　

周
防
大
島
の
地
域
資
源
を
活
用

し
た
起
業
や
新
規
事
業
の
プ
ラ

ン
ニ
ン
グ
を
学
ぶ 

▼
Ｗ
Ｅ
Ｂ
・
動
画
ク
リ
エ
イ
タ
�

養
成
コ
�
ス
�
５
月
開
講
予
定
� 

　

写
真
な
ど
静
止
画
編
集
の
基
礎

と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
制
作
知
識
�
シ
�
�

ピ
ン
グ
サ
イ
ト
の
構
築 

　

動
画
の
企
画
・
撮
影
・
編
集
・

配
信
の
方
法
を
学
ぶ

▼
商
品
開
発
起
業
コ
�
ス

　

�
６
月
開
講
予
定
� 

　

周
防
大
島
の
農
漁
産
品
を
活
用

し
た
商
品
開
発
の
流
れ
�
商
品

企
画
・
デ
ザ
イ
ン
・
製
造
・
販

売
�
を
学
ぶ

▼
体
験
型
観
光
起
業
コ
�
ス

　

�
６
月
開
講
予
定
� 

　

都
市
と
の
交
流
人
口
増
加
の

き
�
か
け
と
な
る
体
験
学
習
や

ツ
�
リ
ズ
ム
�
民
泊
経
営
の
基

礎
知
識
を
学
び
�
体
験
学
習
で

の
指
導
実
習
を
体
験

○
説
明
会
日
時 　

４
月
23
日

13

時
30
分
�
14
時
30
分
�
４
月
26

日

・
28
日

19
時
�
20
時 

○
場
所　

大
島
商
船
高
等
専
門
学
校 

●
問
い
合
わ
せ　

島
ス
ク
エ
ア
事

務
局
�
大
島
商
船
高
等
専
門
学

校
総
務
課
企
画
係
�　

　


０
８
２
０

５
６
７
３

　

m
ikanjim

a@
oshim

a-k.ac.jp

や
ま
ぐ
ち
フ
ラ
ワ
ー
ラ
ン
ド　

春
の
催
し

や
ま
ぐ
ち
フ
ラ
ワ
�
ラ
ン
ド
は
４

月
21
日

に
開
園
５
周
年
を
迎
え
ま

す
�
当
日
は
臨
時
開
園
し
�
皆
様
の

弁
護
士
に
よ
る　
　
　
　
　
　

無
料
法
律
相
談（
要
予
約
）

○
日
時　

５
月
19
日

９
時
30
分

�
12
時

○
場
所　

市
役
所
３
階
大
会
議
室

○
定
員　

８
人
�
市
民
対
象
・
定

員
に
な
り
次
第
締
切
�

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

５
月
２

日

８
時
30
分
か
ら
電
話
に
よ

り
先
着
順
で
受
け
付
け
ま
す
�

市
民
生
活
課

　



２
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行
政
・
市
民
相
談　
　
　
　
　

　
　

  

○
日
時

　

５
月
19
日

13
時
30
分
�
16
時

�
受
付
15
時
30
分
ま
で
�

○
場
所　

市
役
所
３
階
大
会
議
室

○
内
容　

▼
行
政
相
談
：
行
政
相
談
委
員
に

よ
る
国
・
県
・
市
の
行
政
に
対

す
る
苦
情
や
要
望
の
相
談

▼
市
民
相
談
：
行
政
書
士
会
岩
国

支
部
柳
井
地
区
会
員
に
よ
る
官

公
署
手
続
�
書
類
作
成
等
に
つ

い
て
の
相
談

●
問
い
合
わ
せ

　

市
民
生
活
課

　



２
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市
保
健
セ
ン
タ
ー
の
各
種
教
室

　
■
ベ
ビ
ー
教
室（
託
児
有
）

赤
ち
�
ん
の
食
事
を
実
際
に
体

験
し
て
一
緒
に
コ
ツ
を
つ
か
み
ま

し
�
う
�

○
日
時
･
内
容（
1
回
の
み
の
参
加
可
）

①
５
月
13
日

：
離
乳
食
の
進
め

方
に
つ
い
て
の
講
話
と
試
食
�

マ
マ
仲
間
と
の
交
流

②
５
月
30
日

：
小
児
科
医
の
話

�
赤
ち
�
ん
の
応
急
手
当
等
��

マ
マ
仲
間
や
妊
婦
さ
ん
と
の
交
流

　

い
ず
れ
も
13
時
30
分
�
15
時
30
分

○ 

場
所　

市
保
健
セ
ン
タ
�

○ 

対
象　

３
�
６
か
月
の
乳
児
と

そ
の
保
護
者

○ 

定
員　

20
人
�
先
着
順
�

○ 

持
参
物　

母
子
健
康
手
帳
�
1

回
目
の
み
試
食
材
料
代
３
０
０

円
程
度
�
託
児
に
必
要
な
も
の

�
オ
ム
ツ
�
バ
ス
タ
オ
ル
�
お

茶
等
�

○ 

申
込
期
限　

各
１
週
間
前

■
マ
マ
♥
パ
パ
教
室

妊
婦
の
疑
似
体
験
�
妊
婦
さ
ん

同
士
の
交
流
な
ど
で
不
安
を
解
消

し
ま
せ
ん
か
�

お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
�
ま

た
�
５
月
上
旬
に
か
け
て
様
々
な
催

し
を
予
定
し
て
い
ま
す
�

■
祝　

開
園
５
周
年

○
日
時　

４
月
21
日

10
時
�

○
場
所　

芝
生
広
場

○
内
容　

ミ
ニ
コ
ン
サ
�
ト
�
マ

ウ
ン
テ
ン
マ
ウ
ス
�
�
お
花
の

プ
レ
ゼ
ン
ト

■
春
の「
い
ろ
・
色
パ
ス
テ
ル
画
」展

○
日
程　

４
月
21
日

�
27
日


○
場
所　

イ
ベ
ン
ト
ホ
�
ル

○
内
容　

ミ
ニ
コ
ン
サ
�
ト
�
23
日


14
時
・
15
時
��
パ
ス
テ
ル
画

体
験
教
室
�
24
日

13
時
�
15

時
・
要
予
約
・
１
�
０
０
０
円
�

■
グ
リ
ー
ン
フ
ェ
ス
タ

○
日
程

　

４
月
29
日

�
５
月
８
日


○
主
な
内
容

▼
日
替
わ
り
で
い
ろ
ん
な
作
品
作

り
に
挑
戦
！
体
験
横
丁
�
10
時

�
15
時
・
イ
ベ
ン
ト
ホ
�
ル
�

▼
県
土
緑
化
運
動
ポ
ス
タ
�
原
画

コ
ン
ク
�
ル
入
賞
作
品
展
示

�
図
書
情
報
室
�

▼
ミ
ニ
列
車
エ
ス
タ
�
号
！
毎
日

運
行
�
１
回
２
０
０
円
�

▼
大
道
芸
パ
フ
�
�
マ
ン
ス

▼
フ
�
ド
屋
台
�
土
・
日
・
祝
日
�

●
問
い
合
わ
せ

　

や
ま
ぐ
ち
フ
ラ
ワ
�
ラ
ン
ド

　



１
１
８
７



16広報やない　2011.4.14

試　

験

工　

事

パブリックコメントを実施します

■平成２２年度農業委員会の目標及び点検・評価 ( 案 ) と平成２３年度の活動計画（案）

これまでの検討状況をとりまとめた案を公表します。農業者等の皆さんのご意見をお寄せください。

なお、個別回答はしませんのでご了承ください。

○計画案の閲覧場所
▼市役所情報提供コーナー▼各出張所・連絡所▼市農業委員会事務局・同ホームページ

http://www.city-yanai.jp/siyakusyo/nougyouiinkai/index.html
○募集期間　４月２０日～５月１９日 ( 必着 )

○意見の提出方法　様式はありませんが、住所、氏名、電話番号を必ず記載して、次の方法でお寄せ

ください。

▼市農業委員会事務局への持参▼郵送（〒 742-8714 市農業委員会事務局）▼ＦＡＸ▼電子メール

●問い合わせ　市農業委員会事務局　２１１１内線３８１　７４７４

nogyoiinkai@city.yanai.lg.jp

１
歳
の
お
誕
生　
　
　
　
　
　

わ
く
わ
く
セ
ミ
ナ
ー（
託
児
有
）

○
日
時　

５
月
27
日

13
時
30
分

�
15
時
30
分

○ 

場
所　

市
保
健
セ
ン
タ
�

○
内
容

▼
講
話
�
子
ど
も
と
の
遊
び
方
�
事

故
予
防
！
���
む
し
歯
予
防
・

食
育
に
取
り
組
も
う
！
�な
ど

▼
プ
チ
お
誕
生
日
会
・
交
流
会

�
手
作
り
お
や
つ
試
食
�

○ 

対
象　

11
�
15
か
月
児
の
親
子

○ 

定
員　

20
組
�
先
着
順
�

○ 

持
参
物　

母
子
健
康
手
帳
�
参

加
費
３
０
０
円
程
度
�
託
児
に

必
要
な
も
の
�
オ
ム
ツ
�
バ
ス

タ
オ
ル
�
お
茶
等
�

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

１
週
間

前
ま
で
に
電
話
で
市
保
健
セ

ン
タ
�
へ
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
�


１
１
９
０

県
健
康
福
祉
祭
美
術
展
へ
の  

出
品
作
品

○
対
象　

市
内
在
住
の
昭
和
27
年

４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た

ア
マ
チ
�
ア
の
人
が
創
作
し

た
未
発
表
の
作
品

○
応
募
点
数　

１
人
１
点
�
複
数

部
門
へ
の
出
品
不
可
�

○
部
門　

日
本
画
�
洋
画
�
彫
刻
�

工
芸
�
書
�
写
真

○
作
品
受
付　

５
月
30
日

�
６

月
３
日

の
間
に
市
社
会
福

祉
課
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
�

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

５
月
６

日

�
必
着
�
ま
で
に
�
市
社
会

福
祉
課
備
付
け
の
出
品
票
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
�

　



２
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１
１
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線
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下
水
道
排
水
設
備
工
事　
　
　

　
　
　
　

責
任
技
術
者
試
験

日
本
下
水
道
協
会
山
口
県
支

部
に
よ
る
下
水
道
排
水
設
備
工

事
責
任
技
術
者
試
験
で
す
�

○
日
時　

７
月
11
日

10
時
30
分

�
12
時
30
分
�
受
付
：
９
時
30

分
�
10
時
�

○
場
所　

県
セ
ミ
ナ
�
パ
�
ク

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

５
月
２

日

�
23
日

ま
で
に
都
市

計
画
課
へ
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
�

　



２
１
１
１
内
線
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後
地
和
田
線
道
路
改
良
工
事
に

伴
う
交
通
規
制

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
�
ご

理
解
�
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
�

○
工
事
名
・
内
容

　

後
地
和
田
線
道
路
改
良
工
事
・

延
長
１
４
０
ｍ

○
工
事
場
所　

尾
の
上
�
柳
井
税

務
署
東
側
�

○
期
間　

８
月
下
旬
ま
で

○
交
通
規
制　

工
事
箇
所
に
よ
り

片
側
交
互
通
行
を
行
う
場
合
が

あ
り
ま
す
�

●
問
い
合
わ
せ　

都
市
計
画
課

　



２
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１
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柳井小学校

柳井税務署

至　柳井駅

至　柳井中学校

工事箇所：８月下旬まで　

URL



17 人が輝く・夢が生まれる　瀬戸内のふれあい元気都市

　4月１７日に恒例の「いほのしょう春まつり」が開

催されます。当日の晴天とまつりの盛会を祈って、

柳井南小学校の１～５年生児童５５人が４５０個のて

るてる坊主を会場となる学校前の水田に張ったロー

プに取り付けました。

てるてる坊主の取り付け3/22

　柳井広域シルバー人材センターが開発した土壌

改良材「チップくん」３００袋が同センターから市に贈

られました。これは、剪定した枝葉等を粉砕し、熟

成させたもので、市内小中学校５校が取り組む国体

花いっぱい運動に活用されることになっています。

土壌改良材「チップくん」寄贈3/24

　白壁の町並み周辺で花や香りをモチーフに趣向を凝

らした様々な催しがやない自遊倶楽部の主催で行われ

ました。お香遊びや貝殻の内側に描いた絵を揃える貝

合わせ、各種コンサート、柳井座の看板展示などがあ

り、多くの人出で賑わいました。

やない白壁　花・香・遊3/20

　市消防団日積分団第１部１班と余田分団第１部２班に

小型動力ポンプ積載車が新たに配備されました。各分

団では、市民の安心・安全を守るため、機敏に対応で

きる車両で有事に対する備えが強化されました。消防

団の皆さんのますますの活躍が期待されます。

小型動力ポンプ積載車を配備3/18

　　　　　　▼町並みの様子
　　　　　　▲お香あそび
　　　　　　▼貝合わせ
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　大畠地区のやまびこふれあいセンターで地域の皆

さんの手づくりによるまつりが開催されました。菜

の花・桜ウォークラリーや各種体験交流会が行われ、

昼食の時間には炭火山菜焼き、ジャンボシシ鍋、お

むすび、ポンプラ飯などがふるまわれました。

三つ葉春まつり4/ 3

　平成２１年５月１日から平郡地区の医療を支えた村上

医師が任期満了を迎え、退任されました。在任中、村

上医師は島内での医療と介護との結びつきの強化など

住民の健康と生活を守ることに尽力されました。今後、

美祢市立病院でのご活躍をお祈りします。

平郡診療所の村
むら

上
かみ

順
じゅん

一
いち

医師が退任3/31

　柳井医師会の市民公開講座と介護について考える

催しがサンビームやないで行われました。認知症を

テーマに医師による講演と介護の現場で働く皆さん

による手作りの介護劇、シンポジウムの３部構成で、

認知症や介護について理解を深めました。

柳井医師会市民公開講座・介護の集い3/26

　平郡診療所の医師として県立総合医療センターから

福冨医師を迎え、井原市長が辞令を手渡しました。福

冨医師は平成２５年３月末までの２年間、診療所に勤務

される予定で、「専門の循環器内科の分野から地区の皆

さんの生活を支えたい」と抱負を語られました。

福
ふく

冨
とみ

基
も と

城
き

医師が平郡診療所に着任4/ 1

　　　　　　　　▼講演
　　　　　　▲介護劇
　　　　　　▼シンポジウム
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○：両館とも所蔵
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「広報やない」の音訳版と点訳（抜粋）の作成をしています。　●問い合わせ 音訳しらかべの会０１７２（粟屋）
「音訳しらかべの会」の皆さんによる「声の広報（音訳版広報）」を発行後１週間程度で市ホームページに掲載しています。

●問い合わせ 市社会福祉課２１１１内線１９２

休日夜間応急診療所の診療時間

■休日昼間： ９時～１２時・１３時～１７時

■平日夜間：１９時～２２時

※受付は診療終了時間の３０分前まで（土曜日

の診療はありません）。

　「くすりの手帳」など、服用中の薬がわかる

ものを持参してください。

休日夜間応急診療所　９００１

県小児救急医療電話相談（１９時～２３時）

０８３（９２１）２７５５

（携帯電話からは＃８０００）

人口と世帯（３月３１日現在）

人口３５，２６０人（前月比４６人減）

男性１６，４０１人

女性１８，８５９人

１６，０４５世帯

        ギャラリー展示  開館 9：00 ～ 17：00（毎週火曜日休館）　

～ 4/17 日
　書道展（字遊の会）
4/29 金～ 5/8 日
　やない絵画クラブ　創立十周年記念展

●問い合わせ　やない西蔵２４９０

広報やない４月１４日号の主な内容

　平成２３年度　柳井市当初予算　　　　 ２

　けんしんを受けましょう　　　　　　　 ４

　市政だより 　　　　　　　　　　　　　１０
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�
山
本
�

ゴールデンウィーク期間中のごみ収集日程
４月 ５月 備考・問い合わせ29金 30土 1日 2月 3火 4水 5木 ６金

定
期
収
集

　可燃ごみ ○ × × ○ × × × ○

市民生活課
２１１１

　不燃ごみ
　ビン・乾電池 × × × × × ○ × ×

　カン・金属類
　ペットボトル、古紙 × × × ○ ○ ○ ○ ○

直
接
持
込

　清掃センター
　（可燃物・有料）

13 時
〜
16 時

13 時
〜
16 時

13 時
〜
16 時

○
13 時
〜
16 時

13 時
〜
16 時

13 時
〜
16 時

○

※土・日・祝休日の粗大
ごみ持込はできません。

清掃センター
２２７０

　不燃物処理場
　（不燃物・有料） ×

13 時
〜
16 時

13 時
〜
16 時

○ × × × ○ 不燃物処理場
６３０６

※５月３日火～５日木の「粗大ごみ」戸別収集は、５月６日金に実施します。（有料・予約制）
　可燃ごみは、４月２９日金、5月２日月に収集し、5 月３日火～ 5日木の収集は行いません。ご注意ください。
　「○」は通常どおりの収集または持ち込みを、「×」は収集しない又は持ち込みできないことを示しています。

１０月１日土～１１日火

まであと１７０日


